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第 2 章では，室温で連続発振が可能な Nd3+ : YAG レーザに関して，光励起レーザの高出力動作の
決めての 1 つとなる集光器，特に実用性の高い楕円筒集光器について，集光効率や最適設計について
考察するとともに これらの結果にもとづいて製作した Nd3+ : YAG レーザ装置についての基礎実験
結果を示している。さらに，直線偏波の単一横モード動作での出力低下の要因となるレーザロッドの
熱効果についてまとめて述べている。
第 3 章では，代表的な周波数変換法である，非線形光学結晶による第 2 高調波発生の定式化を行っ
たのち，共振器内部に逓倍用の非線形光学結晶を配置して構成される共振器内部光高調波発生法に関し
て，従来，明らかにされていなかった基本モード (TEMoo モード)での動作を記述する詳細な理論














効率や最適設計法を求めるとともに，これに基づいて製作は，楕円筒集光器を用いたNd3+ : YAG 
レーザは，入出力特性，出力の安定性において優れた特性を有することが実験的に示された。
(2) 内部逓倍形レーザの基本モード動作理論を確立し，最適非線形パラメータ，および最大高調波出









(4) Ba2NaNbs01S 結晶を内部に含む Nd3+ : YAG レーザを用いて上記の共振現象を実験的に確めると
ともに，この共振現象を用いて逓倍出力の向上がはかれることを示した。
このように，本論文は，電子工学の進歩に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるもの
と三忍める。
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